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おわりに
　いまからおよそ30年前，すなわち，久保田音二郎教授の「直接原価計算論」
（昭和30年，千倉書房）や関西産業経理協会編の「直接原価計算」（昭和31年，
同文館）が出版され，直接原価計算が学会や一部の実業界で注目をあびてい
た頃，わたくしもその原価計算方法に非常に関心をもっていた。そして，関
西産業経理協会（青木倫太郎教授と溝ロー雄教授を中心として運営されてい
た）の定例研究会で発表の機会を得るとともに，実際的にも，溝口教授など
のアドバイスを得て，ある企業でこの計算システムの実証を行なった。
　わたくしは，直接原価計算を制度計算外の管理計算としてだけではなく，
制度計算をも含めた企業の原価計算体系として把握しようとした。
　いうまでもなく，直接原価計算には種々のメリットとデメリットがある。
それは，会田義雄教授の論稿「直接原価計算の再検討一棚卸資産評価の見
地から」　（昭和33年，三田商学研究第1巻第3号〉に整然とまとめられてい
る。
　本来，財務計算と管理計算という二本建ての計算を一本建てで行なうには，
種々の難点があることは充分承知していたが，その実施企業は，当時，製造
原価に占める材料費の構成比が高かった（約70％〉ため，比較的問題は少な
いと考え実施にふみ切った。主な問題点は，いうまでもなく税務問題である。
　当時，国税調査官には，直接原価計算という用語さえ耳新しく，税務調査
を開始する前に，約1年間の研究（直接原価計算を制度として採用すること
の問題）が必要であった。その後，税務調査にはそれなりの時間を要したが，
最終的には当局の諒解を得，今日に至っている。つまり，直接原価計算とい
う管理計算を，一定の調整手続きを行なうことにより，財務計算にも利用し
ているわけである。
　前述したように，直接原価計算には，理論的にも実際的にも種々問題があ
るが，今後の課題として特に関心をもっているのは，最近における直接原価
計算の実態，理論と実際はどのような状況になっているか，直接原価計算と
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原価管理のあり方などである。それらを中心に研究を進めたい。
　最後に，永年にわたってご指導いただいている神戸大学名誉教授溝ロー雄
先生，身近かなところで大変親切にアドバイスいただいている本学教授会田
義雄先生（慶応義塾大学名誉教授）に厚く御礼申し上げる。
（注1〉従来の論説および原価計算基準では，制度会計すなわち棚卸資産評
　　　価基準との関連では全部原価計算とし，管理会計の見地では直接原価
　　　計算とし，後者をむしろ特殊原価調査に指向する見解が有力のようで
　　　ある。たとえば，阪本安一教授「直接原価計算と損益計算」，　会田義
　　　雄教授（「直接原価計算の再検討」三田商学研究，第1巻第3号56～
　　　70頁。）の論稿の見解がその典型であるが，本研究ではむしろそれら
　　　の見解にチャレンジして，一元化の計算体系を論及しようとするもの
　　　である。
（注2〉ブルメットは，ダイレクト・コスティングよりは，変動原価計算と
　　　か，差別原価計算とか，限界原価計算という語の方がはるかに適切な
　　　概念といっている。（R．L　Brummet，“Direct　Costing　should　it　be　a　Con－
　　　troversial　issue？”Accounting　Review，1957，July　p．439．）また，NA
　　　CAも，「直接原価計算とは，製造原価を固定費と変動費に分離する方
　　　法である」と定義している。（Direct　Costing，Research　SeriesNo23，
　　　37参照）
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